
質
問
　
収
束
の
見
え
な
い

感
染
症
対
策
が
続
く
中
、

新
た
な
年
度
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
広
報
１
月

号
で
町
長
は
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
」
と
題
し
、
施
政

方
針
を
発
表
し
た
。
多
く

の
施
策
を
展
開
し
、
町
の

未
来
を
創
造
す
る
力
に
つ

な
げ
た
い
と
結
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
、
具
体
的
な
４
年

度
の
町
政
運
営
の
方
針
と

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問
①
　
町
内
事
業
者
の
景

気
動
向
と
町
財
政
の
見
通

し
は
。

町
長
　
４
年
度
予
算
案
で

は
、
法
人
町
民
税
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束

を
期
待
し
、
６
千
万
円
程

度
の
増
額
を
見
込
ん
だ
が
、

個
人
所
得
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
個
人
町
民
税
は
２

千
万
円
ほ
ど
の
減
額
を
見

込
ん
で
い
る
。

問
②
　
商
・
工
・
農
の
経

済
対
策
と
活
性
化
対
策
は
。

町
長
　
商
業
、
工
業
、
農

業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

生
産
性
の
向
上
と
労
働
力

不
足
を
補
い
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
の
基
盤
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問
③
　
行
政
組
織
の
見
直

し
と
重
点
施
策
は
。

町
長
　
新
た
に
協
働
推
進

部
と
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
を

設
置
し
た
。
目
的
は
、
協

働
推
進
体
制
の
強
化
と
、

行
政
・
産
業
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
で

あ
る
。

令
和
４
年
度
の
町
政
運
営
の

 

方
針
に
つ
い
て
問
う

新
た
な
組
織
体
制
で
臨
む

山
﨑
　
栄
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

ワンストップサービスを
 含む動物行政について

「命」であることへの理解を
 求めていく

下澤　章夫　議員（自民誠和会）

町長

質
問
　
４
年
６
月
１
日
か

ら
ブ
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
る

犬
・
猫
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
の
装
着
と
指
定
登
録
機

関
へ
の
登
録
が
義
務
化
さ

れ
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
と
は
、
狂
犬
病

予
防
法
の
特
例
で
、
こ
の

体
と
納
付
方
法
な
ど
が
未

整
備
で
あ
り
、
国
に
説
明

を
求
め
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う

な
形
に
な
っ
て
も
措
置
で

き
る
体
制
を
組
ん
で
い
き

た
い
。
ま
た
、
虐
待
や
飼

育
放
棄
な
ど
の
相
談
や
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、

「
命
」
で
あ
る
こ
と
へ
の

理
解
を
求
め
な
け
れ
ば
状

況
の
好
転
は
な
く
、
引
き

続
き
、
獣
医
師
、
警
察
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
対

応
し
て
い
く
。

装
着
と
登
録
が
、
従
来
の

狂
犬
病
予
防
法
に
お
け
る
、

犬
の
登
録
申
請
等
と
見
な

さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

が
犬
の
鑑
札
と
見
な
さ
れ

る
。
こ
の
新
制
度
の
対
応

準
備
状
況
を
含
め
、
今
後

の
瑞
穂
町
の
動
物
行
政
の

方
向
性
お
よ
び
対
応
に
つ

い
て
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
国
は
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
の
装
着
を
犬
の
登

録
鑑
札
と
見
な
す
と
し
て

い
る
が
、
行
政
窓
口
で
実

施
し
て
い
る
畜
犬
登
録
に

か
か
る
３
千
円
の
収
納
主

下澤　章夫　

4年度施政方針を述べる杉浦町長
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
猛
威
が
続

く
中
、
社
会
や
日
常
生
活

が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
感
染
は

止
め
、
社
会
は
止
め
な
い

と
す
る
考
え
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
今

議
会
は
４
年
度
予
算
を
決

定
す
る
重
要
な
会
議
で
あ

る
。
予
算
編
成
方
針
、
第

５
次
長
期
総
合
計
画
お
よ

び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
な
ど
を
考

慮
し
て
政
策
が
決
定
さ
れ

る
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
政

策
を
進
め
る
に
は
適
切
な

事
務
事
業
の
遂
行
が
重
要

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長
　
新
た
な
長
期
総
合

計
画
に
示
し
た
各
種
施
策

の
実
行
優
先
順
位
、
国
や

都
の
状
況
や
方
向
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
総
合

的
に
判
断
し
な
が
ら
行
財

政
運
営
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
４
年
度
の

予
算
編
成
で
は
、
現
在
の

各
種
産
業
の
生
産
性
向
上

と
、
将
来
に
つ
な
が
る
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
見

据
え
て
い
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

「
17
の
目
標
」
を
職

員
が
常
に
意
識
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
最
善
の
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

令
和
４
年
度
　
町
政
策
と

 

事
務
事
業
の
取
り
組
み
を
問
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
常
に
意
識
し
て

 

行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く

村
山
　
正
利
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

町
長

高校生までの医療費無料化
 の実現を

原　隆夫　議員（公明党） 質
問
　
東
京
都
は
、
現
在

中
学
３
年
生
ま
で
と
し
て

い
る
医
療
費
助
成
の
対
象

を
高
校
３
年
生
ま
で
拡
充

す
る
方
針
を
発
表
し
た
。

現
在
、
小
・
中
学
生
に
は

自
己
負
担
額
か
ら
２
０
０

円
を
引
い
た
額
の
半
額
を

都
が
助
成
し
、
残
り
の
半

と
を
前
提
に
し
て
お
り
、

区
部
の
財
政
制
度
と
異
な

る
多
摩
地
域
の
市
町
村
で

は
一
般
財
源
を
投
入
せ
ざ

る
を
得
ず
、
町
の
財
源
圧

迫
は
必
至
で
あ
る
。
現
在
、

詳
細
な
情
報
が
入
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
今
後
、

制
度
構
築
に
つ
い
て
都
に

意
見
を
述
べ
、
原
資
確
保

に
つ
い
て
都
の
対
応
を
求

め
て
い
き
た
い
。

※ 

こ
の
一
般
質
問
の
翌
日
、

小
池
都
知
事
が
都
に
よ

る
５
年
間
の
全
額
負
担

を
発
表
。

額
を
区
市
町
村
が
助
成
し

て
い
る
。
合
意
が
得
ら
れ

た
区
市
町
村
に
は
２
０
２

３
年
４
月
か
ら
順
次
助
成

を
開
始
す
る
計
画
で
あ
る
。

町
も
高
校
生
医
療
費
無
料

化
を
実
現
し
、
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
を
一
層
充
実

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
都
は
、
５
年
度
か

ら
区
市
町
村
の
判
断
で
順

次
制
度
を
開
始
す
る
と
考

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
制

度
の
趣
旨
か
ら
実
施
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
都
が
選
択

制
と
し
て
い
る
の
は
区
市

町
村
が
一
部
負
担
す
る
こ

原資確保を都に求めていく町長

高校生までの医療費無料化

原　隆夫　

町長

高校生までの医療費無料化

原　隆夫　

町長

高校生までの医療費無料化

原　隆夫　

4月から高校1年生

町執行部の幹部会議。重要施策や将来構想が共有される
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